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JETを通じたフランス語人材活用について
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（一財）自治体国際化協会パリ事務所　所長補佐　佐々木　璃子 （北海道ニセコ町派遣）

こうして選ばれた JET 参加者は、例年 8月頃に日本
に渡航し、1年から最長 5年の任期で日本で働くこと
となります。業務内容は自治体によって多岐にわたり、
CIR であれば主に窓口での通訳、行政文書の翻訳、自国
の料理や文化紹介を通じた幅広い世代の住民との交流、
さらには首長の通訳として海外出張に同行することな
ど、さまざまな業務を担っています。
また、任期終了後もJETAA（元JET参加者の会）を通
じて日本との関係を維持し、次世代JETプログラム参加
者の支援や、母国と日本の交流促進に関わり続ける参加者
も少なくありません。

スポーツを指導する岡山県奈義町 SEA（写真右）

南仏セット市で行われた「エスカル・ア・セット」で、三重
県鳥羽市ブースを訪れた来場者に海女文化を紹介する同市
CIR（写真中央）

フランス人 JET について
JET プログラム（語学指導などを行う外国青年招致事
業）の歴代フランス人参加者数は、1990 年から 2025
年度末までにかけて 331 人に上り、2026 年８月現在
は全国21自治体で22人が、それぞれCIR（国際交流員）
とALT（外国語指導助手）および SEA（スポーツ国際
交流員）として業務を行っています。
フランスの JET プログラム参加者は母語のフランス
語に加えて、日本語はもちろん、英語や、さらに第四言
語も堪能な人材が多く、日本で働きたいというモチベー
ションも高いことから、地域の国際交流や多文化共生、
訪日外国人旅行客対応など、幅広い国際化施策に貢献で
きる人材といえます。
クレアパリ事務所は、例年、在フランス日本大使館と
ともに JET プログラム応募者の選考に携わっています。
2026 年度の採用募集では、CIR と ALT 合計８人の枠
に対して、約 70人の応募がありました。ALT は、「英語」
の授業補助、CIR もその多くが英語で業務を行うポスト
であったため、英語力に長けた人物を選考しました。応
募者はいずれも高い語学力と日本への関心・理解を有し
ており、限られた採用枠の中での選考は容易なものでは
ありませんでした。

2026年新規フランス JET（写真後列）
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JETAA France（フランス）
JET の同窓会組織のフランス支部である JETAAフラ
ンスは、2000 年秋に発足し、現在の会員数は約
325 人となっています。会員の約半数がフランス在住
の JET 経験者であり、残り半数が日本を含む海外在住
者となっています。フランス在住の会員の中には、日系
企業や日本とつながりのある企業、あるいは国際分野で
活躍している人も多くいます。
フランスは、例年の JET プログラム募集枠が 10 人
以下の少数招致国であり、帰国者も限られることから、
帰国者歓迎レセプションのような大規模な行事は行って
いません。一方で、JETAAフランスメンバーが新規参
加者のための出発前オリエンテーションと壮行会に参加
し、これから日本へ赴任する「後輩」に対して、自身の
経験に基づく生活面や業務に関する具体的な助言を行っ
ています。
JETAA フランスの活動として、直近では 2025 年
６月に元金沢市CIR が監督した大衆演劇のドキュメン
タリー映画の上映会を行い、JETAA を含む 70 人以上
の観客が日本の演劇文化に触れる機会になりました。ま
た、過去には落語家や漫画家を招いた講演会なども行っ
ています。その他、新年会やお花見などを毎年開催する
ことにより、世代や地域を超えて JET 経験者同士の親
睦を深めています。

ジョブセミ
ナーの様子
（JETAA フ
ランス）

JETAA-CH（スイス）
当事務所の所管国であるスイスでも、2022 年に
JETAAが設立されました。スイスの歴代 JET 参加者は
17 人と少ないものの、JETAA スイスでは、在スイス
日本大使館が主催する天皇誕生日祝賀レセプションへの
出席や、ベルンで行われる日本祭りでのブース出展など、
積極的な活動を行っています。
ブース出展では、JET プログラムの紹介に加え、ツェ

ルマット市と新潟県妙高市の姉妹都市交流についての紹
介を行うなど、メンバーは少数ながらも、スイス国内に
おける日本との交流や、JET プログラムの認知度向上に
取り組んでいます。
また、JETAAスイスはフランス語やドイツ語を母語
とするメンバーが多く、活動には隣国ドイツの元 JET
参加者が加わることもあるなど、JET 経験者同士の国境
を越えた幅広いつながりを維持しています。

ベルン日
本祭りで
のブース
出展の様
子（JETAA
スイス）

フランス語圏とのつながりで 
国際化を目指す
国際フランコフォニー機構（OIF）によると、フランス
語は、英語、中国語、スペイン語に次いで世界で4番目
に多く話される言語とされています。地域の国際化を進め
るうえでは、英語圏のみならず、フランス語圏をはじめとす
るさまざまな地域とのつながりを広げることも重要です。
また、自治体にとって JET を受け入れることは、任
期中の活動だけにとどまらず、将来的な海外ネットワー
クの形成にもつながります。JET参加者が各地域で培っ
た経験やつながりは、任期終了後も母国での JETAAの
活動などを通じて、次世代の参加者へと引き継がれてい
きます。
今後、より多くの自治体で、優秀な JET が地域の国
際化に貢献できるよう、フランス語圏人材の活用につい
て、ぜひご検討いただければ幸いです。
世界の JETAAの取り組みについては、過去のフォー
ラム 422号、439 号でも特集しています。そちらも併
せてご覧ください。

● �JETAA France（フランス）https://www.jetaa-
france.fr/

● �JETAA-CH（スイス）https://www.jetaa.ch/
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